



































Institutional Characteristics of Football in Brazil
 from the Perspective of Organizing Enthusiasts


























































































































































































手が出ると本気で怒って」いた。F クラブでは 1 学年
50 人程度ずつ在籍しており、1～ 2年生は学年ごとに


















は 1学年 40 人ほどが在籍し、1年生チーム、2～ 3年























理人をしていたのが、現在 M の代理人をしている Z
氏であり、Z 氏は M が小学生の頃に M の親とも会っ




いう。また、ブラジルには 6 月に来ているが、R 高校
を卒業してからそれまでは日本の社会人チームに練習
参加していた。そして、ブラジルに来てからは「サン
















































　A は長野県出身で、小学校 1 年生から学校で友達
とサッカーをして遊んでいたが、友達に誘われて小学
校 4 年生のときに S クラブに入団した。「指導者は僕
がいたときは 3 人」いて、1 人は元プロ選手、1 人は
「中卒でブラジル行ってた人で、そこで（ブラジルに）
興味を持ったっていうのはありますね、最初」という。














クラブの在籍人数が少なく、入団当初は 4 年生から 6
年生まで合計しても 13 人しか在籍していなかったが、
小学校 6年生の頃には 20 人くらいに増えた。
　中学生になると、Sクラブは「ほとんどゲーム形式」
の練習で、「フィジカル（トレーニング）は一切やら








　また、S クラブでは毎年 1 ～ 2 人の選手がブラジル
のサッカークラブで 1 か月の短期留学を行っており、
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ルではサンパウロ州 U-17 の 2 部リーグに所属するイ
トゥアーナというチームや、エスピリント・サント











































































いた。S クラブとしては県リーグで 5 位といった成績
を残していた。そして、A と同様に、中学校 3 年生






















































　I も長野県出身で、A や O と同様に、小学校 4 年生
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